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は じ め に 

 

岩国市は、本市のシンボルである名勝錦帯橋をはじめ、温泉や自

然景勝地、多くの銘酒など、数々の観光資源を有する「観光のまち」、

瀬戸内海臨海工業地帯の一翼を担う「工業のまち」であるとともに、

米軍及び海上自衛隊が共同使用する岩国航空基地が所在する「基地

のまち」でもあります。 

前回の発刊から５年が経過いたしましたが、この間を振り返りま

すと、基地を巡る大きな動きとして、平成 30 年３月、在日米軍再

編による神奈川県厚木飛行場からの米海軍の空母艦載機約 60 機の移駐が完了しました。これによ

り、本市の米軍関係者の人数は１万人を超えると見られています。 

本市においては、これまで、航空機騒音や事件・事故等、基地に起因する様々な障害を軽減する

対策に取り組むとともに、平成 26年 12月に策定した市の総合計画で「基地との共存」を掲げ、基

地所在のメリットを活かした英語教育、災害対応についての米軍との協定締結、米軍基地の滑走路

を利用する「岩国錦帯橋空港」の活用など、様々な分野で、基地が所在するメリットを最大限に活

かしたまちづくりを進めています。 

平成 30 年７月には、日米共同使用の施設である愛宕スポーツコンプレックスが完成し、日米友

好のシンボルである絆スタジアムをはじめ、陸上競技場、カルチャーセンターなどの施設で、スポ

ーツや文化活動を通じた様々な取り組みを行っています。その中でも、日米親善リレーマラソンや

岩国フレンドシップフリーマーケットは多くの日米の人で賑わい、言葉や文化などの違いを越えた

交流が行われています。 

また、空母艦載機の移駐に伴い、これまで以上に、市民の皆様の声によく耳を傾け、騒音や治安

の問題への適切な措置を担保するなど、実効ある安心安全対策を確保し、その上で、地域の発展に

資する地域振興策が講じられるよう取り組んでまいります。 

本書は、基地のまちである本市の現状と対策や日米交流などの様々な取り組みを知っていただく

とともに、基地と共存する行政の参考にしていただければと思い続刊いたしました。 

発刊に際しましては、多くの方々に御指導、御協力、資料提供等をいただきましたことに、心よ

りお礼を申し上げます。                      

 

令和２年３月 

岩国市長  福 田 良 彦 
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１ 岩国市の概要 

（１） 岩国市の位置と歴史 

 

○位置  東経 132°13′10″.0008 

北緯 34°10′0″.7163 

○面積  873.72ｋ㎡ 

（令和元年 10月１日現在） 

 

平成 18年３月 20日に、岩国市周辺市町

村（玖珂町・周東町・錦町・本郷村・美和

町・美川町・由宇町・岩国市）が合併し、

新しく岩国市となった。新「岩国市」は山口県東部に位置し、広島、島根の両県に隣接するととも

に、臨海部は穏やかな瀬戸内海に面している。 

瀬戸内海に面した岩国地域は、山口県東部の中心的な役割を担ってきた。まちの原型は、関ヶ原

の戦いの後、出雲国富田 12 万石から岩国３万石（後６万石）に移封された吉川広家が初代岩国藩

主になって以降のことで、歴代藩主が干拓事業に努め、明治維新を迎えるころには河口一帯に 15

ｋ㎡に及ぶ干拓地を作り上げた。この時代には、錦帯橋の架橋や岩国半紙の専売等、様々な事業が

行われ、城下町として栄えていた。 

一方、由宇地域は由宇縞白布の木綿織りの産地として知られ、玖珂地域及び周東地域は山陽道の

宿場町として栄えていた。また、中国山地の山々を背に豊富な水量を育む錦川水系に位置する本郷

水域、錦水域、美川水域及び美和水域は、平安期頃から｢周防山代庄｣と称され、農林業や和紙のま

ちとして発展する等、現在の本市の基礎が築かれた。 

明治以降は臨海部に各種の工場が設置され、重厚長大型の産業都市として発展するとともに、旧

日本海軍による岩国飛行場の建設を経て、戦後は米海兵隊岩国航空基地が置かれたことで、基地の

まちとしての色合が濃くなっていった。 

また、錦帯橋や錦川の清流に象徴される自然豊かな観光地として知名度を上げる一方、近年は、

広島市のベッドタウンとしての役割を担うとともに、山陽自動車道や岩国錦帯橋空港などの利便性

を活かした企業誘致に力を入れる等、平成の大合併により新しく生まれた｢岩国市｣は、多面性をも

つ市として発展を続けている。 

 

 

図１－１岩国市周辺地図 
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（２） 岩国市の人口と世帯数 

        （令和元年 10月１日現在） 
○人口   131,873人   男性 62,749人、女性 69,124人 

○世帯数  64,559世帯 

 

S20 S30 S40 S50 S60 H7 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R1

人口 49,816 88,783 108,678 112,569 113,610 110,885 106,876 147,662 138,635 136,961 135,318 133,804 131,873

世帯数 10,882 20,625 30,696 35,796 40,252 43,772 46,973 67,150 65,674 65,437 65,176 65,007 64,559
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図１-２ 岩国市の人口と世帯数の推移

 

※平成 18 年３月 20 日、岩国市周辺の８市町村（玖珂町、周東町、錦町、本郷村、美和町、美川町、由宇町
及び岩国市）が合併した。 

 
                       （岩国市） 

 

（各年 10月１日現在） 
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２  岩国基地の概要 

（１） 基地の沿革 

 

 岩国飛行場は、昭和 13 年４月、旧日本海軍がその建設に着手し、昭和 14 年 12 月呉鎮守府所属

練習隊を配置、昭和 15 年７月に岩国海軍航空隊として開設され、主として教育隊、練習隊の基地

として使用されてきた。 

 終戦後、基地は米海兵隊に接収され、英連邦空軍・米空軍が駐留した。朝鮮事変の勃発とともに

国連軍として英海軍部隊・米空軍及び米海軍部隊の一部が派遣され、基地から毎日のように単発戦

闘機・ジェット戦闘機（英豪空軍）及び中型爆撃機（米空軍）などが前線支援のため発進していた。 

 その後、日米安全保障条約の締結に伴い在日米軍基地となり、米空軍、米海軍の使用を経て、米

海兵隊航空師団に主導権が移り、米海兵隊岩国航空基地（ＭＣＡＳ ＩＷＡＫＵＮＩ）となり現在

に至っている。なお、平成 30年３月の空母艦載機移駐完了により、米海軍も使用している。 

 また、海上自衛隊も昭和 32年以来、一部共同使用している。 

  なお、昭和 27年４月から 39年 12月までは民間航空会社が定期便を就航させていたが、昭和 39

年半ば以降においては、代替又は予備飛行場として使用されていたところ、平成 24 年 12 月 13 日

に岩国錦帯橋空港が開港し、民間航空会社による定期便が再開された。 

 

表２－１ 基 地 の 沿 革 及 び 使 用 状 況                     

                                      

年 月     内      容 

昭和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13年 

 

14年  

15年   

16年   

18年 

20年   

 

21年   

 

25年   

 

26年   

27年 

 

 

27年 

29年 

 

 

31年 

４月 

 

12月 

７月 

２月 

11月 

９月 

 

２月 

 

９月 

 

９月 

４月 

 

 

６月 

12月 

 

 

７月 

旧日本海軍が宅地約 13,200 ㎡、耕地約 1,217,700 ㎡を買収して岩国飛行

場の建設に着手 

呉鎮守府所属練習隊が配置 

岩国海軍航空隊が発足 

偵察練習生教育隊が配置  

海軍兵学校岩国分校が開校  

終戦後、米海兵隊が進駐し、基地を接収 

（基地は次第に拡張され、終戦時には、4,514,400㎡に至っていた) 

英連邦空軍（英空軍・豪空軍・英印部隊・ニュージーランドなどの混成部

隊）及び米空軍が進駐。基地の主導権を英空軍が握る 

朝鮮事変の勃発とともに国連軍として英海軍部隊・米空軍及び米海軍部隊

の一部が派遣されてきた 

対日講和条約・日米安全保障条約を締結 

日米安全保障条約に基づく在日米軍の基地となり、英豪空軍が撤退し、米

空軍の基地となる。また、民間空港として開港され、日本航空（株）の東

京・福岡線の中継地となる 

羽田空港とともに国際空港となる 

米海軍の基地となる 

この年、極東航空（株）が大阪・岩国間の就航を開始。他にＣＡＴ（中華）、

ＱＡＮＴＡＳ（オーストラリア）、ＫＮＡ（韓国）も使用 

米海兵隊第１航空師団・米海軍第６艦隊航空大隊が移駐（昭 27～昭 31 の
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37年    

 

39年  

 

 

 

40年   

 

41年  

42年  

43年    
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間基地施設の拡充が行われ、現在の規模となる） 

海上自衛隊教育航空群が共同使用を開始 

米海兵隊に基地の主導権が移り、米海兵隊岩国航空施設となる 

名称を米海兵隊岩国航空基地(ＭＣＡＳ  ＩＷＡＫＵＮＩ)として正式に

海兵隊の航空基地となる 

海上自衛隊教育航空群の代わりに航空自衛隊第 82 航空隊 (Ｆ86Ｆジェッ

ト戦闘機 25 機、Ｔ33 ジェット練習機６機、隊員約 500 名）が新田原基地

から移駐 

民間航空が路線の変更を行い、この年以降定期便は就航していない 

Ｆ－４Ｂファントムジェット戦闘攻撃機、Ａ－４Ｃスカイホーク攻撃機各 

35機を配備 

米海軍第６艦隊航空大隊にＰ－３Ａオライオン対潜哨戒機９機を配備 

航空自衛隊第 82航空隊が小牧基地へ移駐 

海上自衛隊第 51航空隊岩国分遣隊が開隊 

海上自衛隊第 31航空群 (ＰＳ－１対潜哨戒飛行艇６機、小型練習機１機、

隊員約 500 名)が開隊（昭 48.３～昭 49.３すべり地区約 33,000 ㎡を埋め

立て、ＰＳ－１の駐機場として使用） 

米海兵第 513 攻撃機中隊が配備  (ＡＶ－８Ａハリアー垂直離着陸戦闘攻

撃機 16機) 

米海軍第６艦隊航空大隊哨戒部隊が三沢へ移駐を開始（Ｐ－３Ａオライオ

ン６機移駐、一部残留） 

米海兵隊第１航空師団司令部が沖縄のキャンプ瑞慶覧へ移駐（隊員約

1,000名） 

米海軍第６艦隊航空大隊哨戒部隊が三沢へ移駐完了 

海上自衛隊第 31航空群第 71航空隊が開隊 (ＵＳ－１救難飛行艇を配備) 

米海兵第 513攻撃中隊が米国アリゾナ州ユマ基地へ移駐（ＡＶ－８Ａハリ

アー移駐） 

米海兵隊第１航空師団第 17師団支援大隊が沖縄へ移駐（隊員約 500名） 

愛宕通信所約 130,000㎡を岩国飛行場に統合 

第 12 司令部整備中隊所属のＴＡ－４ＭスカイホークをＯＡ－４Ｍスカイ

ホークに機種変更 

第１海兵航空師団兵器部隊（ＭＷＷＵ-１)がグアムアガナ海軍航空基地へ

移駐 

海上自衛隊第 51航空隊岩国分遣隊が廃止 

海上自衛隊第 31航空群第 81航空隊開隊(ＵＰ－２Ｊ・３機配備) 

滑走路補修工事のため滑走路閉鎖 

海兵第２戦術電子戦中隊Ｚ分遣隊（ＥＡ－６Ｂ・４機)ノースカロライナ

州チェリーポイント基地へ移駐 

海兵第２戦術電子戦中隊Ｚ分遣隊（ＥＡ－６Ｂ・４機)ノースカロライナ

州チェリーポイント基地から移駐 

滑走路補修工事のため滑走路閉鎖 

Ｕ－36Ａが試験飛行のため、海上自衛隊第 31航空群第 81航空隊に配備 

米海兵第 115 攻撃中隊の配備に伴い、Ｆ－４ファントムにかわって、ＦＡ

－18ホーネット(12機) が配備 

Ｕ－36Ａ（２機）が海上自衛隊第 31航空群第 81航空隊に正式配備 

滑走路改修工事のため滑走路閉鎖 

その間、米海兵第 332攻撃中隊等が嘉手納基地ほか海外の基地へ分散移駐

(イントルーダー、スカイホーク、ホーネット等 74機) 

海上自衛隊も八戸、下総、徳島基地に移駐（ＵＰ－２Ｊ、Ｕ－36Ａ・６機） 
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63年    

63年 

元年    

元年   

元年   

 

元年   

 

元年 

３年 

 

３年  

３年 

４年   

 

 

 

 

４年    

 

 

５年    

８年 

９年 

10年  

11年  

11年 

13年 

  

 

13年  

14年 

14年 

 

 

 

17年 

19年 

19年 

 

20年 

20年 

 

21年 

 

22年 

23年 

24年 

 

  ９月  

11月～ 

５月 

３月 

  ６月 

 

  ９月 

 

12月 

10月 

 

11月  

12月 

 ３月 

 

 

 

 

  ７月  

 

 

  ３月  

５月 

６月 

12月  

２～４月 

  ４月 

３月 

  

 

９月  

２～３月 

３月 

 

 

 

 ９月 

 ３月 

 ９月 

 

 ３月 

10月 

 

５月 

 

  ５月 

３月 

  ７月 

 

米海兵第 12飛行大隊と第 15飛行大隊が統合され、第 15飛行大隊が廃止 

海上自衛隊第１航空群移動部隊（Ｐ－２Ｊ・５機）が滑走路改修のため、

鹿屋航空基地から岩国基地へ一時移駐 

ＰＳ－１用途廃止に伴い、第 31航空隊が解隊 

米海兵第 331 攻撃中隊の配備に伴い、Ａ－４Ｍスカイホークにかわって、  

ＡＶ－８ＢハリアーⅡ（14機）が配備 

海上自衛隊掃海ヘリコプター部隊第 111 航空隊が、Ｖ－107（２機）を伴

い移駐 

海上自衛隊へＭＨ－53Ｅの一番機が飛来 

米海兵第 214攻撃中隊（ＡＶ－８ＢハリアーⅡ・ナイト・アタック 20機)

がアリゾナ州ユマ基地から移駐 

海上自衛隊第 81航空隊にＥＰ－３（２機）が初配備 

海上自衛隊第 81航空隊にＬＣ－90（１機）が配備 

米海兵第 121全天候戦闘攻撃中隊（ＦＡ－18Ｄナイト・アタック・ホーネ

ット）がカリフォルニア州エルトロ基地から移駐 

米海兵第 224 全天候攻撃飛行中隊（Ａ－６Ｅ11 機)がノースキャロライナ

州チェリーポイント基地に帰還 

Ｂ－65（１機）が海上自衛隊第 81航空隊から除籍 

米海兵第２戦術電子戦中隊Ｘ分遣隊（ＥＡ－６Ｂプラウラー６機）が米海

兵第１戦術電子戦中隊になった 

海上自衛隊第８航空隊の新編に伴いＰ－３Ｃ（３機）が配備 

Ｐ－３Ｃ10機目が当初配備計画通り配備 

ＡＶ－８ＢハリアーⅡ（14機）が米国に帰還 

滑走路移設工事に着手 

海上自衛隊第 31整備補給隊新編 

滑走路補修工事のため滑走路閉鎖 

海上自衛隊第 81航空隊にＵＰ－３Ｄ（２機）が配備 

海上自衛隊第８航空隊廃止 

海上自衛隊第 81航空隊改編 

海上自衛隊第 91航空隊新編 

ＨＨ－46Ｄシーナイトヘリコプター（３機）が米国に帰還 

ＣＨ－53Ｄシースタリオンヘリコプター（８機）が配備 

海上自衛隊第 81航空隊にＯＰ－３Ｃ（１機）が配備  

海上自衛隊岩国システム通信分遣隊新編 

海上自衛隊第 31航空群の改編（江田島の第 11海上訓練指導隊が標的機整

備隊と改称し、第 31航空群の隷下に入る）（江田島） 

ＬＣ－90連絡機が装備変えで海上自衛隊第 91航空隊から厚木基地へ移動 

海上自衛隊第 71航空隊にＵＳ－２が部隊配備 

米海軍第 14 掃海ヘリ中隊に所属するＭＨ－53Ｅ型ヘリ２機から成る第１

分遺隊が臨時展開により岩国基地に到着 

海上自衛隊第 111航空隊にＭＣＨ-101（２機）、ＣＨ-101（１機）が配備 

臨時展開していた米海軍第 14 掃海ヘリ中隊のＭＨ－53Ｅ型ヘリ２機が離

日 

ＣＨ－101（１機）が海上自衛隊第 111 航空隊からしらせ飛行科へ所属変

更 

滑走路を約 1,000ｍ沖合へ移設する工事が完成し、新滑走路の運用開始 

滑走路移設事業の完了 

普天間飛行場に配備するＭＶ－22 オスプレイ（12 機）が岩国飛行場に陸

揚げ 
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令和 

24年 

24年 

25年 

 

25年 

26年   

 

28年 

 

29年 

 

29年  

29年 

29年 

 

29年 

29年 

30年 

 

元年 

  10月 

12月 

７月 

 

９月 

８月 

 

３月 

 

１月 

 

８月 

11月 

11月 

 

11月 

12月 

３月 

 

９月 

ＭＶ－22オスプレイ（12機）が岩国飛行場から普天間飛行場に移動完了 

民間用の岩国錦帯橋空港開港。（羽田－岩国間をＡＮＡ１日４往復運航） 

普天間飛行場に配備するＭＶ－22 オスプレイ（12 機）が岩国飛行場に陸

揚げ 

ＭＶ－22オスプレイ（12機）が岩国飛行場から普天間飛行場に移動完了 

米海兵隊第 152 空中給油輸送中隊（ＫＣ－130Ｊ・15 機）が普天間飛行場

から移駐 

民間航空（ＡＮＡ）の１日４往復の運航に加え、羽田便、那覇便（各１日

１往復）の運航が開始され、１日６往復の運航を開始。 

Ｆ－35ＢライトニングⅡ（10 機）の配備に伴い、ＦＡ－18 ホーネット１

部隊が米本国へ移動。 

Ｅ－２Ｄが厚木飛行場から岩国飛行場に移駐。 

Ｆ－35ＢライトニングⅡ（６機）が配備。 

ＦＡ－18Ｅスーパーホーネット部隊２個中隊が厚木飛行場から岩国飛行

場に移駐。 

ＥＡ－18Ｇグラウラーが厚木飛行場から岩国飛行場に移駐。 

Ｃ－２が厚木飛行場から岩国飛行場に移駐。 

ＦＡ－18Ｅ,Ｆスーパーホーネット部隊２個中隊が厚木飛行場から岩国飛

行場に移駐。 

ＫＣ－130部隊による海上自衛隊鹿屋基地でのローテーション展開開始。 

 

（２） 基地の概要 

 

米海兵隊岩国航空基地は、岩国飛行場、祖生通信所及び愛宕山地区からなっている。 

 

ア 位置及び面積 

 

  岩国飛行場は、本市臨海部のほぼ中央にあたる錦川河口の三角州にあり、平野部の少ない本市に

おいて約 7.93㎢もの広大な面積を占めている。 

平成 31年４月１日現在における基地の提供面積等の内訳は、次のとおりである。 
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令和元年当初 （出典：基地と岩国令和元年版（仮）） 

 

表２－２ 基地の提供面積内訳（土地）                 

（平成 31年４月１日現在）                 

             市      

 

   場  所 

 

岩 国 市     

大 竹 市     

（阿多田島） 

（甲    島） 

 

総 面 積     

岩 国 飛 行 場 約 7,892(千)㎡ 約１(千)㎡ 約 7,893(千)㎡ 

愛 宕 山 地 区 約 755(千)㎡ － 約 755(千)㎡ 

祖 生 通 信 所 約 24(千)㎡ － 約 24(千)㎡ 

計 約 8,671(千)㎡ 約１(千)㎡ 約 8,672(千)㎡ 

総面積に占める比率           約 99.99％ 約 0.01％ 100％ 

（中国四国防衛局） 

表２－３ 岩国飛行場の使用形態 

                                          （平成 31年４月１日現在） 

使 用 区 分           面      積 

米 軍 専 用 区 域 （ 提 供 面 積 ）                          約 2,278(千)㎡ 

米 軍 管 理 自 衛 隊 共 同 使 用 区 域 （ 提 供 面 積 ）                          約 5,615(千)㎡ 

自 衛 隊 専 用 区 域 （ 行 政 財 産 面 積 ）                          約 33(千)㎡ 

合 計 （ 岩 国 飛 行 場 総 面 積 ）                          約 7,926 (千)㎡ 

（中国四国防衛局） 
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その他、基地東側水域約 18.7 ㎢が地位協定に伴う提供水域（船舶の航行禁止区域、漁船操業禁止

区域）となっている。  

 

 

（中国四国防衛局） 

図２－１ 岩国基地位置図 
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イ 主要施設 

 

（平成 31年４月１日現在） 

 ◇滑 走 路 １本 

    延 長  8,005フィート（約 2,440 ｍ） 

      幅   197フィート（約 60 ｍ） 

    コンクリート舗装(一部アスファルト舗装) 

 

（中国四国防衛局） 

◇オーバーラン 

     延 長   1,969フィート（約 600ｍ） 

      幅     （北側）   197フィート（約 60ｍ） 

     幅    （南側）   197フィート（約 60ｍ） 

  

◇誘 導 路 

 

◇ハリアーパット      929.03 ㎡ (約 30.48ｍ× 約 30.48ｍ)    １ヶ所 

 

◇エプロン                 

 

◇海上自衛隊        水上飛行場（ＳＥＡ レーン）、 飛行艇陸揚場     
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○建物・工作物 

・格 納 庫 

    米軍（国有）     10棟 

      海上自衛隊   ４棟 

    ・管 制 塔 

    ・オペレーション施設 

    ・事務所施設 

     ・倉庫施設 

        ・住宅施設    563棟 

      ・娯楽施設（サクラ劇場、プール、ボーリング場、クラブ等） 

  ・教育、厚生施設 

（ペリースクール「小・中・高等学校」、メリーランド大学（ＵＭＧＣ）、病

院、販売所、体育館、野球場、陸上競技場、愛宕カルチャーセンター等） 

・通信施設（郵便局等） 

     ・海上自衛隊庁舎、隊舎 

     ・弾薬庫  

・屋内ピストル射撃場 

・港湾施設 

・消火訓練施設 

 

表２－４ 米軍・海上自衛隊の建物状況 

（平成 31年４月１日現在） 

      状 況 

区 分 
建       物 

棟   数 延 べ 面 積 

米

軍 

岩国飛行場 

祖生通信所 

1,432 棟 

１ 棟 

約 1,074,271 ㎡ 

約 127 ㎡ 

計 1,433 棟 約 1,074,398 ㎡ 

海 上 自 衛 隊 73 棟 約    98,844 ㎡ 

合 計 1,506 棟 約  1,173,242 ㎡ 

                                                         （中国四国防衛局） 
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管  制  塔 

（中国四国防衛局） 

住 宅 施 設 

（中国四国防衛局） 

格 納 庫 

（中国四国防衛局） 
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◇ その他の附帯設備 

 

表２－５ エンジンテストの際使用する消音装置（ハッシュハウス） 

     機   種      設置年度 

エンジン単体用       平成 26年度(完成) 

機体用・エンジン用 平成 26年度(完成) 

機体用 平成 26年度(完成) 

                         （中国四国防衛局） 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ ッ シ ュ ハ ウ ス（中国四国防衛局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ ッ シ ュ ハ ウ ス 内 部               （中国四国防衛局） 
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ウ その他の施設 

 

◇姫子島弾薬処理場 

基地東側海上約 3.5 ㎞にある小島（登記

簿上所在等、字姫ヶ子島、山林、991 ㎡）。

昭和 14 年８月旧日本海軍が 買収、戦後は

米軍が基地の一部として接収し、爆撃訓練

の標的として使用、現在は弾薬処理場とし

て使用している 

 

表２－６  年 間 の 姫 子 島 弾 薬 処 理 状 況 

区 分 
 年 次 

通 告 日 数         実 施 日 数         備  考 

昭和 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
元 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 

91日 
20日 
18日 
70日 
41日 
29日 
33日 
42日 
39日 
30日 
52日 
90日 
59日 
64日 
39日 

127日 
125日 
77日 

145日 
144日 
123日 
128日 
137日 
136日 
166日 
131日 
116日 
158日 
81日 
62日 

112日 
126日 
130日 
114日 
122日 
133日 
125日 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

23日 
32日 
33日 
12日 
18日 
13日 
15日 
５日 
16日 
17日 
15日 
17日 
９日 
５日 
10日 
11日 
14日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※平成 12年 11月

～平成 13年４月

は姫子島改修工

事の為、通常弾薬

処理は行わず。 
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区 分 
 年 次 

通 告 日 数         実 施 日 数         備  考 

平成 

 

24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 

126日 
141日 
121日 
109日 
130日 
113日 
111日 

11日 
８日 
７日 
18日 
８日 
20日 
10日 

（中国四国防衛局） 

◇銭壺山無線中継所 

   海上自衛隊通信施設であり、防衛総合デジタル通信網（ＩＤＤＮ）中継所として運用されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

（岩国市） 

◇美川送信所 

   海上自衛隊通信施設であり、岩国航空基地と洋上で行動する航空機との間の通信及び呉基地

と艦艇との間の通信を行うための送信所として運用されている。 

 

（岩国市） 
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 ◇祖生通信所 

米軍専用マイクロウェーブ通信網の中継所及びＶＯＲ／ＤＭＥ(方位･距離情報提供施設)が

あったが､平成 15年度に鉄塔等が撤去されている｡平成 25年 10月 30日に防衛大臣政務官等が

来岩し､空母艦載機の移駐に伴い､岩国飛行場空域の効率的かつ安全な運用を図るため､米軍機

と岩国飛行場との間の通信が必要となり､祖生通信所に鉄塔や通信局舎を整備する計画である

との説明があった。その後、平成 27年に建設工事着手､平成 28年に完成し､同年には建物及び

工作物が追加提供された｡ 
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（３） 米海兵隊岩国航空基地の現況 

 

ア 組織及び編成 

 

【海兵隊】       （令和元年 12月１日現在） 

 

 司令部司令中隊  

   ●ＵＣ－12Ｗｽｰﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴｱ汎用機 

 

 海兵第 12飛行大隊      第 242（全天候）戦闘攻撃中隊  

●ＦＡ－18 ﾎｰﾈｯﾄ戦闘攻撃機 

 

       第 152空中給油輸送中隊  

●ＫＣ－130Ｊｽｰﾊﾟｰﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ空中給油機 

 

    第 121 戦闘攻撃中隊  

 ●Ｆ－35Ｂ ﾗｲﾄﾆﾝｸﾞⅡ戦闘機 

 

    第 171師団支援中隊  

 

 第 12 航空補給中隊  

 

 第 36戦闘補給中隊  

 

 第 11歯科中隊  

 

（米海兵隊岩国航空基地） 

 

図２－２ 岩国基地における米海兵隊の編成 
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【海軍】       （令和元年 12月１日現在） 

 

 第５空母航空団         第 141 電子攻撃飛行隊  

●ＥＡ－18Ｇ ｸﾞﾗｳﾗｰ 電子戦機 

 

 第 115戦闘攻撃飛行隊  

●ＦＡ－18Ｅ ｽｰﾊﾟｰﾎｰﾈｯﾄ 戦闘攻撃機 

 

 第 125 早期警戒飛行隊  

●Ｅ－２Ｄ ﾎｰｸｱｲ 早期警戒機 

 

 第 27 戦闘攻撃飛行隊  

●ＦＡ－18Ｅ ｽｰﾊﾟｰﾎｰﾈｯﾄ 戦闘攻撃機 

 

 第 102 戦闘攻撃飛行隊  

●ＦＡ－18Ｆ ｽｰﾊﾟｰﾎｰﾈｯﾄ 戦闘攻撃機 

 

 第 195 戦闘攻撃飛行隊  

●ＦＡ－18Ｅ ｽｰﾊﾟｰﾎｰﾈｯﾄ 戦闘攻撃機 

 

 第 30艦隊後方支援飛行隊第５分遣隊  

●Ｃ－２Ａ ｸﾞﾚｲﾊｳﾝﾄﾞ 輸送機 

 

 海軍横須賀病院 岩国診療所  

 

                               （米海兵隊岩国航空基地） 

 

図２－３ 岩国基地における米海軍の編成 
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イ 指揮系統図 

（令和元年 12月１日現在） 

 

【海兵隊】           作戦・指揮系統 

      

                                                                        

         

 

     

 

 

   

  

   

                             

 

 

 

 

  

 

    

 

  

 

 

 

 

                                    

 

 （米海兵隊岩国航空基地） 

 

図２－４ 米海兵隊の指揮系統（略図） 

米海兵隊太平洋基地 

 米 海 兵 隊 基 地 司 令 部 

海兵隊バトラー基地 
 ・キャンプ・フォスター 
 ・キャンプ・レスター 
 ・キャンプ・キンザー 
 ・キャンプ・ハンセン 
 ・キャンプ・コートニー 
 ・キャンプ・シュワブ 
 ・キャンプ・ゴンザルベス 
  （北部訓練場） 

海兵隊普天間航空基地 

海兵隊岩国航空基地 

海兵隊ハワイ基地 

キャンプ・ムジャック 

キャンプ富士 

諸職種共同訓練センター 

第３海兵 

師団 

第１海兵 

航空団 

第３海兵遠征旅団 

第 31海兵遠征部隊 

太平洋海兵隊 

 

 

 第３海兵遠征軍 

 

 

 第３海兵 

兵站群 

第 36戦闘補給中隊 

第 11歯科中隊 

海兵第 12飛行大隊 
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【海軍】          作戦・指揮系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－５ 米海軍の指揮系統（略図） 

 

米海軍厚木航空施設 

 

米太平洋 
艦隊 

在日米軍
司令部 

米海軍施設 
管理司令部 

在日米海軍司令部/米海軍日本管区司令部 
 

米海軍横須賀基地司令部 

 

米海軍佐世保基地司令部 

米海軍三沢航空施設 

 

在沖艦隊活動司令部 

 

太平洋艦隊 

 

 

第７艦隊 

 

 

第５空母航空団 

 

 

第５空母打撃群/第 70任務部隊 
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ウ 駐留部隊の任務 

 

米海兵隊岩国航空基地隊は、第３海兵遠征軍や各種派遣部隊（第 12飛行大隊など）、不測の事態

にそなえての運用計画、また日本との相互防衛援助協定の要求に見合うよう、施設、物資、サービ

スを提供している。そして継続的に見直されている海兵隊資質哲学に従い戦闘及び人道的支援に対

応している。 

 

エ 歴代司令官 

（令和元年 12月１日現在） 

 

表２－７ 歴代司令官の階級、指名及び在職期間 

階    級 司 令 官 名       在 職 期 間       

大    佐 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

准    将 

大    佐 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

  Ａ．Ｃ．    ロウェル 

  Ｊ．Ｋ．    ディル 

  Ｊ．Ｈ．    マクグロスリン 

  M．Ｅ．Ｗ．オウルリッチ 

  Ｖ．Ｈ．    ハジンズ 

  Ｇ．Ｄ．   ウォルバートン 

  Ｈ．Ａ．    ピータース 

  Ｊ．Ｔ．    マクダニエル 

  Ｗ．Ｍ．    ロンドン 

  Ｆ．Ａ．    シュック 

  Ｗ．Ｒ．    クイン 

  Ｊ．Ｌ．    ヴァンキャンペン 

  Ｅ．Ｓ．    マーフィー 

  Ｍ．Ｓ．    スタットザー 

  Ｒ．Ｄ．    ミラー 

  Ｓ．Ｆ．    シー 

  Ｄ．Ｊ．    マッカーシー 

  Ｊ．Ｂ．    ハモンド 

  Ｒ．Ｌ．    パパス  

  Ｒ．Ｒ．    リニアー  

  Ｓ．Ａ．    ブルーワー 

  Ｒ．Ｓ．    メルトン  

  Ｒ．Ｃ．    ダン 

 Ｄ．Ｔ．  ダラー 

 Ｍ．Ａ．  ダイアー 

 Ｍ．Ａ．  オハローラン 

 Ｊ．Ｃ．  スチュワート 

 Ｒ．Ｖ．  ブシェー 

 Ｒ．Ｆ．  ファースト 

 Ｆ．Ｌ．  ルイス 

昭和 35． ８～ 昭和 36．７ 

36． ７～     37．３ 

37． ３～     37．６ 

37． ６～     38．７ 

38． ７～     39．５ 

39． ５～     39．12 

39． 12～    40．８ 

40． ８～     41．７ 

41． ７～     42．７ 

42． ７～     44．７ 

44． ７～     45．８ 

45． ８～     47．８ 

47． ８～     50．２ 

50． ２～     51．７ 

51． ７～     54．５ 

54． ５～     58．７ 

58． ７～     61．５ 

61． ５～     63．５ 

63． ５～平成 元．９ 

平成  元． ９～     ４．７ 

      ４． ７～     ７．６ 

      ７． ６～     10．４ 

     10． ４～     13．６ 

     13． ６～   16．６ 

   16． ６～   19．７ 

   19． ７～   22．６ 

   22． ６～   25．７ 

   25． ７～   28．７ 

   28． ７～令和 元．８ 

令和 元． ８～ 

                                （米海兵隊岩国航空基地） 
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オ 配備航空機 

 

（令和元年 12月１日現在） 

海兵隊                                

 

 ＦＡ-18Ｃ/Ｄホーネット戦闘攻撃機  

 

全  幅    11.43ｍ 
全  長    17.07ｍ 
全  高     4.66ｍ 
自  重    10,455ｋｇ 
速  度    1,195ｋｍ／ｈ 
乗  員    １名（Ｃ）／２名（Ｄ） 

 

 

 

              （米海兵隊岩国航空基地） 

 

                              

Ｆ－35Ｂ ライトニングⅡ  

 

全  幅    10.67ｍ 
全  長    15.57ｍ 
全  高    4.57ｍ 
自  重    12,426ｋｇ 
乗  員    １名 
 
                    

                                    

 

 ＵＣ－12Ｗスーパーキングエア

汎用機  

全  幅    13.36ｍ 

全  長    16.61ｍ 
全  高     4.52ｍ 
自  重    3,518ｋｇ 
速  度    536ｋｍ／ｈ 
乗  員    ２名 
乗  客    ８名 
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ＫＣ－130Ｊ  

スーパーハーキュリーズ空中給油機  

 

全  幅    40.41ｍ 
全  長    29.78ｍ 
全  高    11.66ｍ 
自  重    34,169ｋｇ 
速  度    約 240ｋｍ／ｈ 
乗  員    ５名 
特 徴    有効搭載量 約 20ｔ 
     兵員 92 名 
 
                     

                                    （米海兵隊岩国航空基地） 

海軍 

 

ＦＡ－18Ｅ／Ｆ 

スーパーホーネット戦闘攻撃機  

 

全 幅    13.62ｍ 
全 長    18.31ｍ 
全 高     4.88ｍ 
自 重    29,937ｋｇ 
最大速度    約 2,205ｋｍ／ｈ 
乗 員    １名（Ｅ）／２名（Ｆ） 

 

 

 

ＥＡ－18Ｇ 

グラウラー電子戦機  

 

全 幅    13.62ｍ 
全 長   18.31ｍ 
全 高     4.88ｍ 
自 重    29,964ｋｇ 
最大速度    約 2,205ｋｍ／ｈ 
乗 員    ２名 
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Ｅ２－Ｄ 

アドバンスドホークアイ早期警戒機  

 
全 幅 24.56ｍ 
（※Ｅ２－Ｃのもの、以下同じ）     
全 長   17.60ｍ 
全 高     5.58ｍ 
自 重    24,690ｋｇ 
最大速度    約 629ｋｍ／ｈ 
乗 員    ５名 

 

 

 

 

 

Ｃ－２Ａ 

グレイハウンド輸送機  

 

全  幅    24.56ｍ 
全  長    17.32ｍ 
全  高     4.84ｍ 
自  重    16,484ｋｇ 
速  度    574ｋｍ／ｈ 
乗  員    ３名 
特  徴    人員 28人 


